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宣　　　　　誓　　　　　昔

私はここに､主樺が国民に存することを認める日本国

軍法を尊重し､かつ擁護することを固く驚います｡

私は教職鼻として､教育基本法の本旨を体するととも

ノ　に､教育の目的を達成する自己の使命と､公務の民主的

かつ)､能率的に運営すべ尊貴務を深く自覚し､蔵敷か

つ公正に､職務を執行することを敷く誓い壇す｡

年　　　月　.日

氏　　　　　　　名


